
づ砂りh 

きらめく雪原、我らのでっかい遊び場／―を

テーマとした第21回ごしょがわら冬フエスティ

バルが 2月10、 11の両日、菊ケ丘運動公園と岩

木川河川公園、市民文化会館を主会場に開かれ、 

大勢の親子づれでにぎわいました。（関連記事は 

4-.-, 5 ページに掲載） 
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毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

、 

今年初めて行われたリバーサイドスキーマラソン 

シンボルマーク 

第21回 J’一主・＜喜 ×ぎン芝貴音葉ぐ雄鷲七プ 

、しょがわら冬フェスティバル 

子づれでにぎわう 

人口 と 世帯 前月日 

男 	2 4 , 0 () 8 	(-4 3) 
女 	26 510 	(-64) 
計 	50 518 	(-107) 
世帯数 15,314 	(+73) 

(1月31日現在 住民基本台帳） 
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毎
回
可
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。

シンボルマーウ

.." 

、-

今年初めて行われたリバーサイドスキーマラソン

きらめく雪原、我らのでっかい遊び場/ー を

テーマとした第21回 ごしょがわら冬フェスティ

パルが2月10、 11の両日、菊ヶ丘運動公園と岩

木 川 河 川 公 園 、 市民文化会館を主会場に聞かれ、

大勢の親子づれでにぎわいました。(関連記事は

4- 5ページに掲載)

第21回
二:ごじまがわ1...1ら-冬フェスーテイバル ー

三親子づれてじぎわう:

人口と世帯
前月日

男 24 ， 0 0 8 屯 (-4 3) 

女 26，510 1'1 (-64)
計 50 ， 5 1 81 '-1 (ー 10 7) 
世帯数 15，314 (+73) 

( 1月31日現在住民基本台帳)ま
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功労者賞は尾崎敏勝氏 

平成 3 年（1991年）3 月1日 	 広報ごしょがわら 	 （第730号）② 

筆範職難葵旗撲 j_O/Jsご /貧 

一
 
平
成
ニ
年
度
の
市
文
化
奨
励
賞
・
ス
ポ
ー
ッ
賞
の
表
彰
式
が

ニ
月
十
六
日
、
市
中
央
公
民
館
に
約
ニ
百
人
が
出
席
し
て
行
わ

一
 れ
、
個
人
八
十
三
人
と
ニ
＋
七
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
o
 

表
彰
式
で
は
、
個
人

一
人
ひと
り
と
団
体
に
賞
状
と
メ
ダ
ル

を
手
渡
し
た
あ
と
、
阿
部
市
教
育
委
員
長
が
「
今
回
の
受
賞
を

契
機
と
し
て
よ
り
一
層
研
さ
ん
に
励
ま
れ
、
市
の
文
化
・
ス
ポ
 

ー
ッ
振
興
に
貢
献
して
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
次
い
で
佐

々
木
市
長
、
山
口
市
議
会
議
長
が
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
 

ま
た
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
五
商
高
「
犀
の
片
岡
節
子
さ
ん
、
 

五
一
虫

一
年
の神
健
介
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
謝
辞
存
遠べ
ま
し
た
。
 

勝
さ
ん

（6
5）
が
受
賞
。
 

ス
ポ
ー
ッ
指
導
者
賞
は
、
五

一
高少
林
寺
拳
法
部
の
顧
間
と

し
て
全
日
本
高
校
大
会
で
多
数

優
勝
の
成
績
を
残
し
た
栗
田
仁

さ
ん

（4
1）
と
市
民
弓
道
教
室

の
指
導
者
と
し
て
十
八
年
間
に

わ
た
り
協
力
し
、
弓
道
会
発
展

に
寄
与
さ
れ
た
成
田
策
治
さ
ん

屍
）

の
二
人
が
受
け
、
ス
ポ
 

ー
ッ
奨
励
賞
は
個
人
二
十
四
人
、
 

十
一
団
体
が受
賞
し
て
い
ま
す
。
 

ス
ポ
ー
ッ
奨
励
賞
・
個
人
五

回
受
賞
が
卓
球
の
神
健
介
さ
ん
 

（
五
一中
三
年
）
で
す
。
 

ス
ポ
ー
ッ
賞
は
、
陸
上
で
十

三
回
受
賞
の
安
田
信
昭
さ
ん（
教

員
）
と
相
撲
で
十
三
回
受
賞
の

葛
西
二
三
彦
さ
ん
（
教
員
）
ら

三
十
九
人
、
団
体
は
十
三
回
受

賞
の
五
農
高
相
撲
部
ら
十
五
団

体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（敬
称
略
）
 

＠
個
人
 

◇
善
道
 
小
坂
麻
樹
子
（
松
島

小
一
年
）
、太
田
園
美
（同
四
年
）
、
 

小
坂
紗
智
子
（
同
）
、小
田
桐
ひ

と
み
（
同
五
年
）
、佐
々
木
千
恵
 

（松
野
木
小
六
年
）
、工
藤
真
理

子
（
五
商
高
二
年
）
、片
岡
節
子
 

（同
三
年
）
、太
田
裕
介
（
栄
小

五
年
）
 

◇
珠
算
 
川
村
亜
紀
子
（
飯
詰

小
四
年
）
、中
谷
あ
ゆ
み
（
木
造

高
二
年
）
、山
本
美
幸
（
同
）
 

◇
俳
句
 
松
宮
京
子
（
五
所
川
 

⑨
功
労
者
賞
 

尾
崎
敏
勝
（
野
球
協
会
）
 

⑨
指
導
者
賞
 

栗
田
仁
（
少
林寺
拳
法
協
会
）
、
 

成
田
策
治

（弓
道
会
）
 

ス
ポ
ー
ツ
 

奨
励
賞
 

⑥
個
人
 

◇
陸
上
 
寺
田
孝
（
五
一
中
一11
 

年
）
、中
村
孝
治

（同
）
、高
橋
朋

子
（
同
二
年
）
、一
戸
牧
子
（
五
 

」
甲
三
年
）
、桜
井
有
香
（
栄
小

五
年
）
 

原
俳
句
会
）
 

◇
感
想
文
 
白
戸
麻
利
子
（
南
 

小
六
年
）
 

◇
川
柳
 
加
藤
政
則
（
川
柳
岩
 

木
吟
社
）
 

◇
版
画
 
青
木
美
緒
（
栄
小
一
一
 

．
年
）
 

◇
短
歌
 
三
上
き
よ
み
（
津
軽
 

ア
ス
ナ
ロ
短
歌
会）
 

⑨
団
体
 

父

口唱
 
五
所川
原
A
邑
団
（
笹
 

昭
夫
ほ
か
十
九
名
）
 

◇
卓
球
 
堀
内
美
里
（
南
小
六

年
）
、工
藤
文
子
（
七
ッ館
小
一
一

年
）
、熊
谷
幸
佐
、
大
橋
央
、
神

健
介
、
渡
辺
将
人
（
以
上
五
一

中
一
一
年
）
 

◇
銃
剣
道
 
土
岐
研
吾
（
栄
小

四
年
）
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
荒
谷
和
哉
、
 

加
藤
光
洋
（
以
上
南
小
五
年
）
、
 

三
浦
学
、葛
西
孝
仁
、高
橋
健
、
 

松
橋
治

（以
上
五
一
中
一
年
）
 

◇
柔
道
 
葛
西
隆
次

（
五小
三

年
）
、古
川
晶
子

（
同
六年
）
、中

谷
清
彦
（
栄
小
六
年
）
、秋
山
和
 

平
成
二
年
度
の
文化
奨
励
賞
 

・

個
人
は
、
書
道
で
八
回
受
賞

の
片
岡
節
子
さ
ん

（
五商
高
1
11
 

年
）
ら
十
六
人
が
受
賞
、
団
体

は
五
所
川
憂
口
唱
団
が
受
賞
し
 

賞状を受ける受賞者 

ま
し
た
。
 

ス
ポ
ー
ッ
功
労
者
賞
は
、長
年

に
わ
た
り
市
野
球
協
会
副
会
長

と
し
て
選
手
育
成
に
努
め
、
協

会
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
尾
崎
敏
 

,
 

(第730号)②
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広報ごしょがわら平成 3年(1991年)3月1日

平
成
二
年
度
の
市
文
化
奨
励
賞

・
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
表
彰
式
が

二
月
+
六
日
、
市
中
央
公
民
館
に
約
二
百
人
が
出
席
し
て
行
わ

れ
、
個
人
八
十
三
人
と
二
+
七
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
個
人
一
人
ひ
と
り
と
団
体
に
賞
状
と
メ
タ
ル

を
手
渡
し
た
あ
と
、
阿
部
市
教
育
委
員
長
が

「今
回
の
受
賞
を

契
機
と
し
て
よ
り
一
層
研
さ
ん
に
励
ま
れ
、
市
の
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
次
い
で
佐

々
木
市
長
、
山
口
市
議
会
議
長
が
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
、

ま
た
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
五
高
高
三
年
の
片
岡
節
子
さ
ん
、

五
一
中
二
年
の
神
健
介
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
謝
辞
存
注
べ
ま
し
た
。

平
成
二
年
度
の
文
化
奨
励
賞

・
個
人
は
、

4
3
道
で
八
回
受
賞

の
片
岡
節
子
さ
ん

(五
商
高
三

年
)
ら
十
六
人
が
受
賞
、
団
体

は
五
所
川
原
合
唱
団
が
受
賞
し

ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
賞
は
、
長
年

に
わ
た
り
市
野
球
協
会
副
会
長

と
し
て
選
手
育
成
に
努
め
、
協

会
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
尼
崎
敏賞状を受ける受賞者

勝
さ
ん

(日
)
が
受
賞
。

ス
ぷ
l
ツ
指
導
者
賞
は
、
五

一
高
少
林
寺
拳
法
部
の
顧
問
と

し
て
全
日
本
高
校
大
会
で
多
数

優
勝
の
成
績
を
残
し
た
栗
田
仁

さ
ん
(
叫
)
と
市
民
弓
道
教
室

の
指
導
者
と
し
て
十
八
年
間
に

わ
た
り
協
力
し
、
弓
道
会
発
展

に
寄
与
さ
れ
た
成
田
栄
治
さ
ん

(
臼
)
の
二
人
が
受
け
、
ス
ポ

ー
ツ
奨
励
賞
は
個
人
二
十
四
人
、

十

一
団
体
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

・
個
人
五

回
受
賞
が
卓
球
の
神
健
介
さ
ん

(五

一
中
-
二
年
)
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
賞
は
、
陸
上
で
十

三
阿
受
賞
の
安
田
信
昭
さ
ん
(教

員
)
と
相
撲
で
ト
三
回
受
賞
の

葛
西
二
三
彦
さ
ん

(教
員
)
ら

三
十
九
人
、
同
体
は
十
三
回
受

賞
の
五
農
高
相
撲
部
ら
十
五
同

体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

受
賞
告
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(敬
称
略
)

原
俳
句
会
)

O
感
想
文

白
戸
麻
利
子

(南

小
六
年
)

。
川

柳

加

藤
政
則

(川
柳
岩

木
吟
社
)

。
版
画

青
木
美
緒

(栄
小
二

年
)

。
短
歌

三
上
き
よ
み

(津
軽

ア
ス
ナ
ロ
短
歌
会
)

。
団
体

。
合
唱

五
所
川
原
合
唱
団
(笹

昭
夫
ほ
か
ト
九
名
)

。
個
人

。
書
道

小
坂
麻
樹
子

(松
島

小
一
年
)、
太
田
園
美
(同
四
年
)、

小
坂
紗
智
子

(同
)
、
小
田
桐
ひ

と
み

(同
五
年
)、
佐
々
木
千
忠

(松
野
木
小
六
年
)
、
工
藤
真
理

子

(五
商
高
二
年
)、
片
岡
節
チ

(同
三
年
)、
太
田
裕
介
(
栄
小

五
年
)

。
珠

算

川

村
亜
紀
子

(飯
詰

小
四
年
)、
中
谷
あ
ゆ
み

(木
造

尚
二
年
)、
山
本
美
幸

(同
)

。
俳
句

松
宮
京
子

(五
所
川

。
功
労
者
賞

尾
崎
敏
勝

(野
球
協
会
)

@
指
導
者
賞

栗
田
仁
(少
林
寺
拳
法
協
会
)、

成
田
栄
治

(弓
道
会
)

ス
ポ
ー
ツ

奨
励
賞

。
個
人

。
陸
上

寺
田
孝

(五

一
中
三

年
)、
中
村
孝
治

(
同
)、
高
橋
朋

子

(同
二
年
)、
一
戸
牧
子

(五

三
中
三
年
)、
桜
井
有
香

(栄
小

五
年
)

。
卓
球

堀
内
美
里

(南
小
六

年
)、
工
藤
文
子

(ヒ
ッ
館
小
二

年
)、
熊
谷
幸
佐
、
大
橋
央
、
神

健
介
、
渡
辺
将
人

(以
上
五

一

中
二
年
)

。
銃
剣
道

土
岐
研
五口

(栄
小

四
年
)

。
少
林
寺
拳
法

荒
谷
和
哉
、

加
藤
光
洋

(以
上
南
小
五
年
)、

三
浦
学
、
葛
西
孝
仁
、
高
橋
健
、

松
橋
治

(以
上
五

一
中

一
年
)

O
柔
道

お
西
隆
次

(五
小
三

年
)、
古
川
口問子

(同
六
年
)、
中

谷
清
彦

(栄
小
六
年
)、
秋
山
和
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、
 

豊

（
五
一
中
」年
）
、一
戸
晃
樹
 

（
五三
中
二
年
）
、藤
田
博
臣
（
同
 

「
年
）
 

＠
五
回
受
賞
 
神
健
介
（
五
一

中
一
一年
）
 

⑥
団
体
 

五
三
中
柔
道
部
（
小
山
保
幸

ほ
か
十
六
名
）
、五
所
川
原
柔
道

ス
ポ
ー
ッ
少年
団
（小
山
保
幸
ほ

か
七
名
）
、五
所
川
原
柔
道
少
年

団
（
沢田
栄
一
郎
ほ
か七
名
）
、五

一
中
男
子
陸
上
部
（
小
山
渉
ほ

か
六
名
）
、五
一
中
女
子
陸
上部
 

（小
山
渉
ほ
か
六
名
）
、五
三
中

女
子
陸
上
部
（
永
浄
栄
一
ほ
か

四
名
）
、南
小
男
子
卓
球
部
（
舘

山
信
一
ほ
か
四
名
）
、南
小
女
子

卓
球
部
（
舘
山
信
一
ほ
か三
名
）
、
 

五
一
中
男
子
卓
球
部
（
津
田
穆

治
ほ
か
十

一
名
『
五
一
中
女子

卓
球
部
（浄
田
穆
治
ほ
か
九
名
）
、
 

五
三
中
野
球
部
（
世
永
晃
生
ほ

か
二
十
名
）
 

ス
ポ
ー
ツ
賞
 

＠
個
人
 

◇
陸
上
 
中
野
秀樹
（
五
商
高

一
年
）
、
小
野
明
美
（
同
二
年
）
、
 

西
村
満
（同
三
年
）
、高
橋
恭
一
、
 

安
田
信
昭
、
佐
藤
寛
保
（
以
上
 

（陸
上
協
会
）
 

◇
ス
キ
ー
 
太
田
匡
彦
（
五
工

一
ロ
E
l
l犀
）
 

◇
相
撲
 
葛
西
二
三
彦
（
五
農

高
教
諭
）
 

◇
卓
球
 
横
山
幸
子
、
青
山
佐

織
（
以
上
東
奥
女
高
三
年
）
、冨

田
華
子
（
同
二
年
）
、山
形
寿
行
 

（卓
球
協
会
）
 

◇
水
泳
 
藤
丸
仁
文
（
水
泳
協

会
）
 

◇
柔
道
 
柴
田
隆
（
五農
高
1
11
 

年
）
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
岩
山
政
則
、
 

棟
方
昭
二
（
以
上
少
林
寺
拳
法

協
会
）
、伊
藤
浩
司
、
秋
田
輝
彦
、
 

山
田
昭
友
、
太
田
潤
一
、
菊
池

和
也
（
以
上
五
工
高
三
年
）
、葛

西
大
吾
（
同
二
年
）
、葛
西
尚
人
 

（
五
一
高一
年
）
、岩
川
昌
生
、
 

川
瀬
美
加
子
、葛
西
伊
織
、
井

上
忍
（
以
上
同
二
年
）
 

◇
ボ
ウ
リ
ン
グ
 工
藤
寿
大
（
五

商
高
三
年
）
 

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 
長
谷
川
将
、
 

菊
池
忠
、
小
田
桐
竹
春
（
以
上

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
）
 

◇
庭
球
 
開
米
真
沙
子
、
小
田

桐
光
子
、
白
戸
淳
子
、
新
出
秀

春
、
工
藤
利
男
、
工
藤
節
子
、
 

嶋
口
裕
子

（以
上
庭
球
協
会
）
 

⑥
団
体
 

蒼
空
ク
ラ
ブ

（岡
本
幸
治
ほ

か
十
三
名
）
、津
軽
東
芝
音
響
囲

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
清
野
昭
弘

ほ
か
十
二
名
）
、市
男
子
バ
レ

ー
 

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（楠
美
俊
一
ほ

か
十
二
名
）
、木
造
ク
ラ
ブ

（小

田
桐
竹
春
ほ
か
十
名
）
、市
青
年

団
協
襲

本
（清
野
昭
一
ほ
か
十

四
名
）
、五
一
高
男
子
少
林
寺
拳

法
部
（成
田
進
ほ
か十
四
名
）
、五

一
高女
子
少
林
寺
拳
法
部
（
栗

田
仁
ほ
か
九
名
）
、五
工
高
少
林

寺
撃
法
部
（
岩
山
政
則
ほ
か
七

名
）
、五
農
高
男
子
ソ
フ
ト
ボ

ー
 

ル
部
（
阿
部
修
三
ほ
か
二
十
一
一

名
）
、五
商
高
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
 

（佐
藤
健
郎
ほ
か
十
八
名
）
、県

民
体
育
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競

技
女
子
チ
ー
ム
（
尾
野
省
子
ほ

か
十
名
）
、五
農
高
相
撲
部
（
葛

西
二
三
彦
ほ
か
七
名
）
、五
商
高

相
撲
部
（
荒
谷富
春
ほ
か
七
名
）
、
 

五
商
高
陸
上
部
（
古
舘
賢
司
ほ

か
四
名
）
、県
民
体
育
大
会
ボ
ウ

リ
ン
グ
チ
ー
ム
（
藤
森
俊
彦
ほ

か
四
名
）
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
市
の
 

「住
民
記
録
ォ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス

テ
ム
」
が
三
月
四
日
か
ら
ス
タ
 

ー
ト
し
ま
す
。
 

本
庁
、
各
支
所
の
区
別
な
く

住
民
票
が
と
れ
る
な
ど
、
大
変

便
利
に
な
り
ま
す
。
 

本
シ
ス
テ
ム
は
、
名
前
を
端

末
機
に
入
力
す
る
と
即
座
に
そ

の
人
の
デ
ー
タ
が
画
面
に
表
れ
、
 

ボ
タ
ン
ー
つ
で
住
民
票
の
写
し

な
ど
を
印
刷
、
ま
た
o
A
化
の

一
環
と
し
て
本
庁
、
各
支
所
を

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
通
信
回
線
で
結
 

び
、
転
入

・
転
出

・
転
居
・
世

帯
変
更
な
ど
の
住
民
異
動
を
す

ば
や
く
処
理
で
き
ま
す
。
 

今
後
の
計
画
は
、
こ
れ
ら
の

住
民
登
録
を
ベ

ー
ス
に
印
鑑
登

録
や
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保

険
な
ど
も
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
せ

る
な
ど
、
事
務
の
効
率
化
を
図

る
予
定
で
す
。
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端末機が設置された市民課の窓口 

(第730号)

豊

(
五
一
中
三
年
)
、
一
戸
晃
樹

(
五
三
中
二
年
)
、
藤
田
博
臣
(
同

三
年
)

。
五
回
受
賞

神
健
介
(
五
一

中
二
年
)

。
団
体

五
三
中
柔
道
部

(小
山
保
幸

ほ
か
十
六
名
)
、
五
所
川
原
柔
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
(
小
山
保
幸
ほ

か
七
名
)
、
五
所
川
原
柔
道
少
年

団
(
沢
田
栄

一
郎
ほ
か
七
名
)
、
五

一
中
男
子
陸
上
部
(
小
山
渉
ほ

か
六
名
)
、
五
一
中
女
子
陸
上
部

(小
山
渉
ほ
か
六
名
)
、
五
三
中

女
子
陸
上
部
(
永
津
栄
一
ほ
か

四
名
)
、
南
小
男
子
卓
球
部

(舘

山
信

一
ほ
か
四
名
)
、
南
小
女
子

卓
球
部
(
舘
山
信
一
ほ
か
一
二
名
)
、

五
一
中
男
子
卓
球
部
(
津
田
植

治
ほ
か
十
一
名
)
、
五
一
中
女
子

卓
球
部
(
津
田
植
治
ほ
か
九
名
)
、

五
三
中
野
球
部

九世
永
晃
生
ほ

か
二
十
名
)

広報こしょがわら③平成 3年(1991年)3月 1日

ス
ポ
ー
ツ
賞

。
個
人

。
陸
上

中
野
秀
樹
(
五
商
高

一
年
)、
小
野
明
美
(
同
二
年
)
、

西
村
満
(
同
三
年
)
、
高
橋
恭

一
、

安
田
信
昭
、
佐
藤
寛
保
(
以
上

(
陸
上
協
会
)

。
ス
キ
I

太
田
匡
彦
(
五
工

高
コ
一
年
)

。
相
撲

葛
西
二
三
彦
(
五
農

高
教
諭
)

。
卓
球

横
山
幸
子
、
青
山
佐

織
(
以
上
東
奥
女
高
三
年
)
、
冨

田
華
子
(
同
二
年
)、
山
形
寿
行

(卓
球
協
会
)

。
水
泳

藤
丸
仁
文

(水
泳
協

会
)

。
柔
道

柴
田
隆
(
五
農
高
三

年
)

。
少
林
寺
拳
法

岩
山
政
則
、

棟
方
昭
二

(
以
上
少
林
寺
拳
法

協
会
)
、
伊
藤
浩
司
、
秋
田
輝
彦
、

山
田
昭
友
、
太
田
潤

一
、
菊
池

和
也

(以
上
五
工
高
三
年
)、
葛

西
大
吾
(
同
二
年
)
、
葛
西
尚
人

(
五
二
百
向
一
年
)、
岩
川
昌
生
、

川
瀬
美
加
子
、
葛
西
伊
織
、
井

上
忍
(
以
上
同
二
年
)

。
ボ
ウ
リ
ン
グ

工
藤
寿
大
(
五

商
高
三
年
)

。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

長
谷
川
将、

菊
池
忠
、
小
田
桐
竹
春
(
以
上

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
)

。
庭
球

開
米
真
沙
子
、
小
田

桐
光
子
、
白
戸
淳
子
、
新
出
秀

春
、
工
藤
利
男
、
工
藤
節
子
、

嶋
口
裕
子

(以
上
庭
球
協
会
)

O
団
体

蒼
空
ク
ラ
ブ
(
岡
本
幸
治
ほ

か
十
三
名
)
、
津
軽
東
芝
音
響
附

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
(
清
野
昭
弘

ほ
か
十
二
名
)
、
市
男
子
パ
レ
l

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
(
楠
美
俊
一
ほ

か
十
二
名
)
、
木
造
ク
ラ
ブ
(
小

田
桐
竹
春
ほ
か
十
名
)
、
市
青
年

団
協
議
会

(清
野
昭

一
ほ
か
十

四
名
)
、
五

一
高
男
子
少
林
寺
拳

法
部
(
成
田
進
ほ
か
十
四
名
)
、
五

一
高
女
子
少
林
寺
拳
法
部

(栗

田
仁
ほ
か
九
名
)
、
五
工
高
少
林

寺
拳
法
部
(
岩
山
政
則
ほ
か
七

名
)
、
五
農
高
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
(
阿
部
修
三
ほ
か
二
十
二

名
)
、
五
商
高
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

(佐
藤
健
郎
ほ
か
十
八
名
)、
県

民
体
育
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競

技
女
子
チ
l
ム
(
尾
野
省
子
ほ

か
十
名
)
、
五
農
高
相
撲
部
(
葛

西
二
三
彦
ほ
か
七
名
)
、
五
商
高

相
撲
部
(
荒
谷
富
春
ほ
か
七
名
)、

五
商
高
陸
上
部
(
古
舘
賢
司
ほ

か
四
名
)
、
県
民
体
育
大
会
ボ
ウ

リ
ン
グ
チ
l
ム
(
藤
森
俊
彦
ほ

か
四
名
)

ら転出証明か• 当面は住民票

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
市
の

「
住
民
記
録
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス

テ
ム
L

が
三
月
四
日
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。

本
庁
、
各
支
所
の
区
別
な
く

住
民
票
が
と
れ
る
な
ど
、
大
変

便
利
に
な
り
ま
す
。

本
シ
ス
テ
ム
は
、
名
前
を
端

末
機
に
入
力
す
る
と
即
座
に
そ

の
人
の
デ
l
タ
が
画
面
に
表
れ
、

ボ
タ
ン
一
つ
で
住
民
票
の
写
し

な
ど
を
印
刷
、
ま
た
O
A
化
の

一
環
と
し
て
本
庁
、
各
支
所
を

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
通
信
回
線
で
結

び
、
転
入
・
転
出
・
転
居
・
世

帯
変
更
な
ど
の
住
民
異
動
を
す

ば
や
く
処
理
で
き
ま
す
。

今
後
の
計
画
は
、
こ
れ
ら
の

住
民
登
録
を
べ

l
ス
に
印
鑑
登

録
や
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保

険
な
ど
も
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
せ

る
な
ど
、
事
務
の
効
率
化
を
図

る
予
定
で
す
。G玄

端末機が設置された市民課の窓口
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菊ケ丘運動公園内に作られた大型スべI)台

で遊ぶ子どもたち 

民謡手踊りも最高潮 

ソフトバレーボールを楽しむ参加者たち 

会場にあふれるほどの大盛況 

平成3年(1991年)3月1日

観光協会協力者に感謝状を贈る

民謡手踊りも最高潮

会場にあふれるほどの大盛況

広報ごしょがわら (第730号)④

開会式で選手宣誓する藤田昭男さん

j総 j

• 
a え

菊ヶ丘運動公圏内に作られた大型スベリ台
で遊ぶ子どもたち

ソフトバレーボールを楽しむ参加者たち



広報ごしょがわら 	 （第730号） ⑤平成 3 年（1991年）3 月1日 

半．一 

冬
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
五

所
川
原
市
観
光
協
会
（
丸
海
老

祐
造
会
長
）
が
、
菊
ケ
丘
運
動

公
園
と
広
大
な
津
軽
平
野
を
流

れ
る
岩
木
川
の
自
然
を
活用
し
、
 

市
民
が
雪
と
親
し
み
な
が
ら
北

国
の
冬
を
楽
し
く
過
ご
す
機
会

を
設
け
、
活
力
あ
る
地
域
社
会

づ
く
り
を
目
的
に
開
い
て
い
る

も
の
で
、
今
年
で
二
十
一
回
目

と
な
り
ま
す
。
 

今
年
か
ら
は
イ
ベ
ン
ト
の
内

容
を
一
新
し
、岩
木
川
リ
バ

ー
 

サ
イ
ド
ス
キ
ー
マ
ラ
ソ
ン
と
雪

上
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

十
日
の
開
会
式
は
、
市
営
球

場
で
関
係
者
約
百
五
十
人
が
参

加
し
て
行
わ
れ
、丸
海
老
会
長

が
 
「広
い
範
囲
か
ら
参
加
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
に
と
今
年
か
ら
内

容
を
一
新
しま
し
た
。
冬
の
遊

び
を
楽
し
み
、
親
子
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
て
く
だ
さ
い」
と
あ
い

さ
つ
。
ま
た
、
佐
々
木
市
長
が

お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
同
公
園
内
で
十
 

ー
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
の
雪
上

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の

ほ
か
、
二
十
三
人
が
参
加
し
た

岩
木
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
キ

ー
 

マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 
 

ま
た
藻
川
で
は
フ
エ
ス
テ
ィ
バ

ル
協
賛
の
凧
揚
げ
大
会
も
行
わ

れ
、
津
軽
凧
フ
ァ
ン
が
大
勢
詰

め
か
け
ま
し
た
。
 

十
一
日
は
、市
民
文
化
会
館

ホ
ー
ル
で
歌
謡
・
民
謡
・
手
踊

り
王
座
決
定
戦
が
行
わ
れ
、
西

北
五
一
円
から
参
加
し
た
歌
い

手
や
踊
り
手
が
自
慢
の
の
ど
や

踊
り
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
同
協
会
に
多
大
な
協

力
を
さ
れ
た
朝
日
商
事
園
（
大

西
貴
子
社
長
）
と
囲
鎌
田
（
鎌

田
嘉
兵
衛
社
長
）
、相
互
タ
ク
シ
 

ー
開
（
丸海
老
祐
造
社
長
）
に感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 
 

～
▽
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
キ
ー
マ
ラ
 

』
 
ソ
ン
 

一
o
ク
ロ
ス
カ
ン
トリ
ー
（1
3也
 

一
①
小
山
内
道
也
（
金
木
町）
 

一
②
棟
方
直
幾
（
弘
前
市
）
 

一
③
秋
庭
隆
雄
（
柏
村
）
 

一
〇
同
4
』
男
子
（
小
学生
以
下
）
 

一
①
加
藤
淳
也
（
稲
垣
村
）
 

〇
同
女
子

（同
）
 

①
渋
谷
春
子
（
鶴
田
町
）
 

②
成
田
佳
奈
美
（
同
）
 

③
番
場
宏
美
（
同
）
 

青
森
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
 

（戸
津
一
光
校
長
）
で
は
こ
の

ほ
ど
、
西
北
五
地
方
で
初
の
一

般
向
け
無
料
パ
ソ
コ
ン
通
信
ホ

ス
ト
シ
ス
テ
ム
「
青
短
（
A
o
 

T
A
N
)
B
B
s」
を
開
設
し

ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
短
大
の
地
域
に

対
す
る
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
パ

ソ
コ
ン
通
信
を
P
R
す
る
と
と

も
に
同
短
大
の
広
報
活
動
に
も

役
立
て
よ
う
と
設
置
さ
れ
た
も

の
で
す
。
 

現
在
、「青
短
B
B
s
」
は
ゲ

ス
ト
専
用
、
短
大
の
学
生
募
集
 
 

▽
雪
上
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

①
五
所
川
原
ク
ラ
ブ
B
チ
ー
ム

②
同
A
チ

ー
ム
③
同
D
チ

ー
ム

▽
歌
謡
 

優
勝
 
野
坂
広
志
（
野辺
地
町
）
 

▽
民
謡
 

優
勝
 
小
山
内
ち
よ
（
五
所
川

原
市
）
 

▽
手
踊
り
一
般
 

優
勝
 
山
口
祐
恵
子
（
木
造
町
）
 

▽
手
踊
り
少
年
 

優
勝
 
加
藤
沙
矢佳
（木
造
町
）
 

関
係
、
短
大
の
系
・
科
の
紹
介
、
 

雇
用
促
進
事
業
、
マ
ス
タ
ー
コ
 

ー
ス
関
係
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ

ー
 

ビ
ス
、
お
も
し
ろ
掲
示
板
な
ど

七
種
類
の
ボ
ー
ド

（掲
示
板
）
 

を
作
り
運
用
し
て
い
ま
す
。
 

同
短
大
で
は
、
こ
れ
か
ら
ホ

ス
ト
シ
ス
テ
ム
を
学
生
や
教
官

の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
場
、
 

各
高
校
の
進
路
指
導
や
先
生
方

の
連
絡
の
場
、
地
域
の
農
業
者

や
漁
業
者
、
中
小
企
業
の
事
業

主
の
交
流
の
場
と
し
て
役
立
て

て
い
き
た
い
と
し
て
い
ま
す
。
 

「青
短
B
B
s
」
の
ア
ク
セ

ス
用
電
話
番
号
は
、
〇
一
七
三
 
 

（
敬
称
略
）
 

▽
津
軽
凧
揚
げ
大
会
 

〇
A
ク
ラ
ス
団
体
 

最
優
秀
賞
 
岩
木
凧
の
会
 
マ

〇
B
ク
ラ
ス
高
校
・
一
般
 
『
一

最
優
秀
賞
 
藤
本
正
博
（
五
所
【
～
 

川
原
市
）
 

〇
C
ク
ラ
ス
高
校
・
一
般
 

～
 

最
優
秀
賞
 
松
山
清
作
（
板
柳
一
一

町
）
 

〇
D
ク
ラ
ス
子
供
の
部
 

最
優
秀
賞
 
藤
林
慶
（
五
所
川
 

原
市
）
 

山
 

ー
⑩
三
二
〇
六
（
デー
タ
専
用
）
 

で
、
回
線
が
接
続
さ
れ
る
と
コ

ネ
ク
ト
ネ
ッ
セ
ー
ジ
が
表
示
さ

れ
る
の
で
、
メ
ニ
ュ
ー
に
し
た

が
っ
て
操
作
す
れ
ば
利
用
で
き

る
と
の
こ
と
で
す
。
 

な
お
、
利
用
に
つ
い
て
の
詳

し
い
こ
と
は
同
短
大
（か
⑩
二

二
〇
一
番
）
へ
お
間
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

大
会
の
結

果
は
次

の
と
お

り
で
す
 

ー青森職訓短大― 

ホストパソコンを操作する佐藤教官 

冬
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
五

所
川
原
市
観
光
協
会
(
丸
海
老

祐
造
会
長
)
が
、
菊
ヶ
丘
運
動

公
園
と
広
大
な
津
軽
平
野
を
流

れ
る
岩
木
川
の
自
然
を
活
用
し
、

市
民
が
雪
と
親
し
み
な
が
ら
北

国
の
冬
を
楽
し
く
過
ご
す
機
会

を
設
け
、
活
力
あ
る
地
域
社
会

づ
く
り
を
目
的
に
聞
い
て
い
る

も
の
で
、
今
年
で
二
十

一
回
目

と
な
り
ま
す
。

今
年
か
ら
は
イ
ベ
ン
ト
の
内

容
を
一
新
し
、
岩
木
川
リ
バ
ー

サ
イ
ド
ス
キ
l
マ
ラ
ソ
ン
と
雪

上
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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一青森職訓短大-

十
日
の
開
会
式
は
、
市
営
球

場
で
関
係
者
約
百
五
十
人
が
参

加
し
て
行
わ
れ
、
丸
海
老
会
長

が
「
広
い
範
囲
か
ら
参
加
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
に
と
今
年
か
ら
内

容
を
一
新
し
ま
し
た
。
冬
の
遊

び
を
楽
し
み
、
親
子
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
て
く
だ
さ
い
し
と
あ
い

さ
つ
。
ま
た
、
佐
々
木
市
長
が

お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
同
公
園
内
で
十

一
チ
l
ム
が
参
加
し
て
の
雪
上

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の

ほ
か
、
二
十
三
人
が
参
加
し
た

岩
木
川
リ
バ

l
サ
イ
ド
ス
キ
ー

マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
藻
川
で
は
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
協
賛
の
凧
揚
げ
大
会
も
行
わ

れ
、
津
軽
凧
フ
ァ
ン
が
大
勢
詰

め
か
け
ま
し
た
。

十

一
日
は
、
市
民
文
化
会
館

ホ
l
ル
で
歌
謡

・
民
謡

・
手
踊

り
王
座
決
定
戦
が
行
わ
れ
、
西

北
五

一
円
か
ら
参
加
し
た
歌
い

手
や
踊
り
子
が
自
慢
の
の
ど
や

踊
り
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
協
会
に
多
大
な
協

力
を
さ
れ
た
朝
日
商
事
帰
(
大

西
貴
子
社
長
)
と
附
鎌
田

(鎌

田
嘉
兵
衛
社
長
)、
相
互
タ
ク
シ

ー
側
(
丸
海
老
祐
造
社
長
)
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ホストパソコンを操作する佐藤教官

'

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

一

一

(

敬

称

略

)

一

!'

マ
リ
バ

l
サ
イ
ド
ス
キ
ー
マ
ラ

マ
雪
上
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

マ
津
軽
凧
揚
げ
大
会

一

一

ソ
ン

①
五
所
川
原
ク
ラ
ブ
B
チ
l
ム

O

A
ク
ラ
ス
団
体

一

。
O
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

(日
同
)
②
向
A
チ
l
ム
③
同
D
チ
l
ム
最
優
秀
賞
岩
木
凧
の
会

一

向
①
小
山
内
道
也

(金
木
町
)

マ

歌
謡

O
B
ク
ラ
ス
高
校
・

一
般

一

I

②
棟
方
直
幾
(
弘
前
市
)

優
勝
野
坂
広
志
(
野
辺
地
町
)

最

優
秀
賞
藤
本
正
博

(
五
所
一
一

向
③
秋
庭
隆
雄
(
柏
村
)

マ
民
謡

川
原
市
)

一

叩

0
同
4
M
男
子
(
小
学
生
以
下
)

優

勝

小

山
内
ち
よ

(五
所
川

O
C
ク
ラ
ス
高
校
・
一
般

一

}
①
加
藤
淳
也

(
稲
垣
村
)

原
市
)

最

優

秀

賞

松

山
清
作

(板
柳

，

町

O
同
女
子
(
同
)

マ

手
踊
り

一
般

町
)

一

千
①
渋
谷
春
子

(鶴
田
町
)

優
勝
山
口
祐
恵
子
(
木
造
町
)

O

D
ク
ラ
ス
子
供
の
部

一

一
一
②
成
田
佳
奈
美

(同
)

マ

手
踊
り
少
年

最
優
秀
賞

藤
林
慶

(五
所
川

市

戸
③
番
場
宏
美

(同
)

優

勝

加

藤
沙
矢
佳
(木
造
町
)

原

市

)

一

青
森
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

関

係

、

短
大
の
系

・
科
の
紹
介
、
ー
⑨
三
二

O
六
(
デ

l
タ
専
用
)

(戸
津

一
光
校
長
)
で
は
こ
の
雇
用
促
進
事
業
、

マ
ス
タ
ー
コ

で

、
回
線
が
接
続
さ
れ
る
と
コ

ほ
ど
、
西
北
五
地
方
で
初
の

一

l
ス
関
係
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
l

ネ
ク
ト
ネ
ッ
セ
l
ジ
が
表
示
さ

般
向
け
無
料
パ
ソ
コ
ン
通
信
ホ
ピ
ス
、
お
も
し
ろ
掲
示
板
な
ど
れ
る
の
で
、
メ
ニ
ュ

ー
に
し
た

ス
ト
シ
ス
テ
ム
「
青
短

(A
O

七
種
類
の
ボ
l
ド

(掲
示
板
)

が

っ

て

操
作
す
れ
ば
利
用
で
き

T
A
N
)
B
B
S」
を
開
設
し
を
作
り
運
用
し
て
い
ま
す
。
る
と
の
こ
と
で
す
。

ま

し

た

。

同

短

大

で
は
、
こ
れ
か
ら
ホ

な
お
、

利
用
に

つ
い
て
の
詳

こ
れ
は
、
同
短
大
の
地
域
に
ス
ト
シ
ス
テ
ム
を
学
生
や
教
官
し
い
こ
と
は
同
短
大
(
宮
⑪
三

対
す
る
貢
献
活
動
の

一
環

と

し

の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
、

二
O
一
番
)
へ
お
問
い
合
わ
せ

で
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
パ
各
高
校
の
進
路
指
導
や
先
生
方

く
だ
さ
い
。

ソ
コ
ン
通
信
を
P
R
す
る
と
と
の
連
絡
の
場
、
地
域
の
農
業
者

も
に
同
短
大
の
広
報
活
動
に
も
や
漁
業
者
、
中
小
企
業
の
事
業

役
立
て
よ
う
と
設
置
さ
れ
た
も
主
の
交
流
の
場
と
し
て
役
立
て

の

で

す

。

て

い

き

た

い

と

し

て

い

ま

す

。

現
在
、
「
青
短
B
B
S
」

は

ゲ

「

青

短

B
B
S」
の
ア
ク
セ

ス
ト
専
用
、
短
大
の
学
生
募
集

ス

用

電

話

番

号
は
、

O
一
七
三
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水田農業確立対策を話し合った協議会 
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転
作
等
目
標
面
積
は
千
五
百
六
十
八
お
 

市
水
田
農
業
確
立
対
策
協
議

会

（
会長
・
佐
々
木
市
長
）
が

二
月
十
四
日
、
大
町
の
藤
吉
郎

に
市
内
農
協
組
合
長
、
県
関
係

出
先
機
関
な
ど
か
ら
協
議
会
委

員
約
五
十
人
が
出
席
し
て
開
か

れ
、
平
成
三
年
度
分
の
水
田
農

業
確
立
対
策
に
つ
い
て
県
か
ら

の
転
作
等
目
標
面
積
千
五
百
六

十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
割
当
て
を

了
承
す
る
と
と
も
に
、
米
消
費

拡
大
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。
 

協
襲

A
で
は
、
初
め
に
副
会

長
で
あ
る
中
谷
惣
四
郎
市
農
協

組
合
長
が
 
「農
業
を
取
り
巻
く

環
境
の
厳
し
さ
を
認
識
し
た
う

え
で
、
後
期
対
策
二
年
目
に
お

い
て
も
各
関
係
機
関
と
十
分
協
‘
 

議
を
尽
く
し
て
取
り
組
み
た
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
小
山
内

助
役
が
 
「農
業
の
伸
展
な
く
し

て
市
の
発
展
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

生
産
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
り
、
 

農
業
の
明
る
い
展
望
を
見
い
出

し
て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。
 

次
い
で
、
中
谷
副
会
長
を
議

長
に
議
事
に
入
り
、
事
務
局
が
 
 

平
成
三
年
度
の
水
田
農
業
確
立

対
策
の
概
要
と
県
・
農
水省
に

対
す
る
 
「平
成
三
年
度
水
田農

業
確
立
対
策
な
ら
び
に
消
費
拡

大
に
対
す
る
要
請
」
を
原
案
ど

お
り
承
認
し
ま
し
た
。
 

承
認
さ
れ
た
対
策
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。
 

県
か
ら
示
さ
れ
た
転
作
等
の

目
標
面
積
は
千
五
百
六
十
八
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
、市
で
は
こ
の
う

ち
転
作
目
標
面
積
を
千
三
百
四

十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

（水
田
面
積

の
二
七
二
一
二％
）
と
し
、
他

用
途
利
用
米
の
生
産
予
定
数
量

を
千
三
百
八
十
ー
ト
ン

（二
百

二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
水
田
面
積

の
四

・
三
一
％
）
と
設
定
、
転

作
配
分
面
積
に
つ
い
て
は
前
年

度
と
同
様
畦
畔
分
を
含
め
た
率

で
配
分
す
る
予
定
です
。
 

ま
た
、
市
に
示
さ
れ
た
米
の

消
費
純
増
目
標
数
量
六
十
九
ト

ン

（
千
百五
十
俵
相
当
）
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、各
農
協
・

集
荷
業
者
に
各
農
家
の
登
録
作

付
面
積
に
基
づ
い
て
目
標
数
量

を
配
分
す
る
。
 

社
会
 

福
祉
に
と
 

五
万
五
千
余
円
 

翻
外
崎
 

配
管
設
備
 

囲
外
崎
配
管
設
備

（
外
崎勲

代
表
取
締
役
社
長
）
で
は
二
月

十
八
日
、
社
会
福
祉
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
、
五
万
五
千
三

百
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
社
の
新
矢

本
で

行
っ
た
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
益
金

を
寄
付
し
た
も
の
で
、
こ
の
日

は
、
外
崎
源
次
郎
同
社
会
長
が

市
役
所
を
訪
れ
、
小
山
内
助
役

に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

小
山
内
助
役

（左
）
に
手

渡
す
外
崎
さ
ん

（
右
）
 

《
 

【
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転
作
等
目
標
面
積
は
千
五
百
六
十
八
工

市
水
田
農
業
確
立
対
策
協
議

会
(
会
長

・
佐
々
木
市
長
)
が

一
一
月
十
四
日
、
大
町
の
藤
吉
郎

に
市
内
農
協
組
合
長
、
県
関
係

出
先
機
関
な
ど
か
ら
協
議
会
委

員
約
五
十
人
が
出
席
し
て
聞
か

れ
、
平
成
三
年
度
分
の
水
田
農

業
確
立
対
策
に
つ
い
て
県
か
ら

の
転
作
等
目
標
面
積
千
五
百
六

十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
割
当
て
を

了
承
す
る
と
と
も
に
、
米
消
費

拡
大
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
初
め
に
副
会

長
で
あ
る
中
谷
惣
四
郎
市
農
協

組
合
長
が
「
農
業
を
取
り
巻
く

環
境
の
厳
し
さ
を
認
識
し
た
う

え
で
、
後
期
対
策
二
年
目
に
お

い
て
も
各
関
係
機
関
と
十
分
協

，

議
を
尽
く
し
て
取
り
組
み
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
小
山
内

助
役
が
「
農
業
の
伸
展
な
く
し

て
市
の
発
展
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
産
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
り
、

農
業
の
明
る
い
展
望
を
見
い
出

し
て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
ま
し

た。
次
い
で
、
中
谷
副
会
長
を
議

長
に
議
事
に
入
り
、
事
務
局
が

三一』一一J.

水田農業確立対策を話し合った協議会

平
成
三
一
年
度
の
水
田
農
業
確
立

対
策
の
概
要
と
県

・
農
水
省
に

対
す
る
「
平
成
三
年
度
水
田
農

業
確
立
対
策
な
ら
び
に
消
費
拡

大
に
対
す
る
要
請
」
を
原
案
ど

お
り
承
認
し
ま
し
た
。

承
認
さ
れ
た
対
策
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

県
か
ら
示
さ
れ
た
転
作
等
の

目
標
面
積
は
千
五
百
六
十
八
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
、
市
で
は
こ
の
う

ち
転
作
目
標
面
積
を
千
三
百
四

十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
(
水
田
面
積

の
二
七
・
二
二
%
)
と
し
、
他

用
途
利
用
米
の
生
産
予
定
数
量

を
千
三
百
八
十
一
ト
ン
(
二
百

二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
水
田
面
積

の
四
・
一
三
%
)
と
設
定
、
転

作
配
分
面
積
に
つ
い
て
は
前
年

度
と
同
様
畦
畔
分
を
含
め
た
率

で
配
分
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
市
に
一
示
さ
れ
た
米
の

消
費
純
増
目
標
数
量
六
十
九
ト

ン
(
千
百
五
十
俵
相
当
)
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
各
農
協
・

集
荷
業
者
に
各
農
家
の
登
録
作

付
面
積
に
基
づ
い
て
目
標
数
量

を
配
分
す
る
。

側
外
崎
配
管
設
備
(
外
崎
勲

代
表
取
締
役
社
長
)
で
は
二
月

十
八
日
、
社
会
福
祉
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
、
五
万
五
千
三

百
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
社
の
新
年
会
で

行
っ
た
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
益
金

を
寄
付
し
た
も
の
で
、
こ
の
日

は、

外
崎
源
次
郎
同
社
会
長
が

市
役
所
を
訪
れ
、

小
山
内
助
役

に
手
渡
し
ま
し
た
。

小
山
内
助
役
(
左
)
に
手

渡
す
外
崎
さ
ん
(
右
)



支払利息
約65円 
(32%) 

市
料
金
等
問
題
懇
談
会
に
水
道

料
金
等
の
改
定
に
つ
い
て
諮
問

し
同
年
十
月
二
九
日
に
 
「現
在

の
財
政
状
態
か
ら
は
値
上
げ
も

や
む
を
得
な
い
」
と
い
う
答
申

を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
水
の

安
定
供
給
を
図
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
よ
り
お
い
し
い

水
を
供
給
す
る
よ
う
努
力
し
て

ほ
し
い
と
い
う
要
望
も
加
え
て

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
答
申
を

受
け
て
水
道
料
金
等
改
定
案
を
 

士
一
月
の
定
例
議
会
に
提
案
し

慎
重
な
審
議
の
結
果
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
 

新
料
金
の
実
施
時
期
は
平
成

三
年
四
月
一
日
か
ら
と
な
り
ま

す
が
、
前
月
使
用
水
量
の
検
針

が
翌
月
と
な
る
た
め
実
際
に
は

五
月
分
の
料
金
か
ら
適
用
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
新
料
金
の
早

見
表
は
四
月
一
日
以
後
に
チ
ラ

シ
と
し
て
毎
戸
に
配
布
い
た
し

ま
す
。
 

今
後
は
、
さ
ら
に
日
常
生
活

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
水

を
円
滑
に
供
給
す
る
よ
う
一
層

の
経
営
努
力
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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（第730号） 

平成元年度の水道水 mlの費用 

水 1 m' (1 ,0002）は、ドラム缶で 5本分の量にあたります。 

  

改定料金―一 

従量料金（miにつき） 基本料金（1ケ月につき） 

 

市
水
道
事
業
所
で
は
、
昭
和

五
九
年
の
水
道
料
金
改
定
以
来

経
営
の
健
全
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
平
成
元
年
度
に

は
多
額
の
赤
字
が
生
じ
、
そ
れ

以
後
赤
字
が
大
幅
に
ふ
く
れ
上

が
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
 

そ
の
た
め
企
業
努
力
だ
け
で
は

と
て
も
吸
収
で
き
ず
、
や
む
な

く
水
道
料
金
を
平
均
三
二

一
四

〇
％
改
定
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
 一

般
家
庭
が
い
ち
ば
ん
多
く
使
用

し
て
い
る
口
径
十
三
I
I
、リ
メ
ー
 

ト
ル
の
料
金
改
定
率
は
三
〇
％

以
下
に
抑
え
て
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
水
道
事
業
の
経
営
は
、
 

地
方
公
営
企
業
法
に
よ
っ
て
独

立
採
算
制
を
採
用
し
て
い
る
た

め
資
金
不
足
が
生
じ
て
も
市
の

税
金
で
穴
埋
め
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
ど

う
し
て
も
水
道
料
金
を
値
上
げ

し
て
ま
か
な
う
ほ
か
な
い
わ
け

で
あ
り
ま
す
。
 

去
る
平
成
二
年
十
月
一
日
、
 

市
民
各
層
か
ら
な
る
五
所
川
原
 

，
一
 

メ―ター口径 現 行 料金 改 定 料金 

1 3mm 618円 780円 

2 0mm 1,236円 1,575円 

2 5mm 2,575円 3,320円 

3 0mm 4,120円 5,370円 

4 0mm 6,849円 9,000円 

5 0mm 20,600円 27,400円 

7 5mm 41,200円 55,400円 

1 0 0mm 69,010円 93,750円 

1 5 0mm以上 管理者カ剃に定める額 200,000円 

』 月途及び種別 区 	 分 現行料金 改定料金 

一
 

般
 

用
 

メーター口径 

1 3mm以下 

第 1段 1~I Oni 61円 80円 

第 2段 1 1-20n1 103円 135円 

第3段 2 1 一1 30d 133円 176円 

第4段 3ld以上 175円 233円 

メーター口径 

2 0mm以上 

2 5mm以下 

第 1段 1 - 	I 	Orri 61円 81円 

第 2段 1 1-2Oni 118円 157円 

第3段 2 1-3Oni 175円 235円 

第4段 3lm以上 216円 292円 

メーター口径 

3 0mm以上 

第 1段 1~ 3 Om' 257円 350円 

第2段 3 im'以上 309円 425円 

暑 § 場 用 	公 設 プ ー ル 123円 160円 

工 	業 用 
4, 5 0 Om'まで一般用の例による 

4,50lm'以上 	195円 	255円 

上記の基本料金・従量料金には、消費税が含まれています。 

(第730号)

市
水
道
事
業
所
で
は
、
昭
和

五
九
年
の
水
道
料
金
改
定
以
来

経
営
の
健
全
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
平
成
元
年
度
に

は
多
額
の
赤
字
が
生
じ
、
そ
れ

以
後
赤
字
が
大
幅
に
ふ
く
れ
上

が
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
企
業
努
力
だ
け
で
は

と
て
も
吸
収
で
き
ず
、
や
む
な

く
水
道
料
金
を
平
均
三
二
・
四

O
%改
定
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
一

般
家
庭
が
い
ち
ば
ん
多
く
使
用

し
て
い
る
口
径
十
三
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
の
料
金
改
定
率
は
三
O
%

以
下
に
抑
え
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
水
道
事
業
の
経
営
は
、

地
方
公
営
企
業
法
に
よ
っ
て
独

立
採
算
制
を
採
用
し
て
い
る
た

め
資
金
不
足
が
生
じ
て
も
市
の

税
金
で
穴
埋
め
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
ど

う
し
て
も
水
道
料
金
を
値
上
げ

し
て
ま
か
な
う
ほ
か
な
い
わ
け

で
あ
り
ま
す
。

去
る
平
成
二
年
十
月
一
日
、

市
民
各
層
か
ら
な
る
五
所
川
原
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市
料
金
等
問
題
懇
談
会
に
水
道

料
金
等
の
改
定
に
つ
い
て
諮
問

し
同
年
十
月
二
九
日
に
「
現
在

の
財
政
状
態
か
ら
は
値
上
げ
も

や
む
を
得
な
い
」
と
い
う
答
申

を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
水
の

安
定
供
給
を
図
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
よ
り
お
い
し
い

水
を
供
給
す
る
よ
う
努
力
し
て

ほ
し
い
と
い
う
要
望
も
加
え
て

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
答
申
を

受
け
て
水
道
料
金
等
改
定
案
を

十
二
月
の
定
例
議
会
に
提
案
し

慎
重
な
審
議
の
結
果
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

新
料
金
の
実
施
時
期
は
平
成

三
年
四
月
一
日
か
ら
と
な
り
ま

す
が
、
前
月
使
用
水
量
の
検
針

が
翌
月
と
な
る
た
め
実
際
に
は

五
月
分
の
料
金
か
ら
適
用
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
新
料
金
の
早

見
表
は
四
月
一
日
以
後
に
チ
ラ

シ
と
し
て
毎
戸
に
配
布
い
た
し

ま
す
。

平成元年度の水道水 1rrlの費用

今
後
は
、
さ
ら
に
日
常
生
活

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
水

を
円
滑
に
供
給
す
る
よ
う
一
層

の
経
営
努
力
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

ドラム缶で 5本分の量にあたります。水 1m' (1 ，OOO.e)は、

改定料金一一

従量料金 (lrrlにつき)

用途及び種別 区 分 現行料金 改定料金

第 l段 1-10rrl 6 1円 80円

メータ一口径; 第2段 1 1 -2 Orrf 103円 1 35円

1 3mm以下 第3段 21-30m' 133円 1 76円

第4段 3 1 rrf以上 175円 233円

般 メータ一口径
第 l段 1- 10ば 6 1円 8 1円

20mm以上
第2段 1 1-2 Orrf 1 1 8円 157円 l

25mm以下
第3段 21-30m' 1 75円 235円

用 第4段 31m'以上 2 1 6円 292円

メータ一口径 第 l段 1-30rrf 257円 350円

30mm以上 第2段 3 1 rrf以上 309円 425円

浴場用 公設プール 123円 1 60円

工 業
用|

4，500 ばま で一般用の例による

4，501rrf以上 I1 95円 I255円

基本料金 (1ヶ月につき)

メータ一口径; 現行料金 改定料金

1 3mm 618円 780円

20mm 1 ，236円 1 ，575円

25mm 2，575円 3，320円

30mm 4， 1 20円 5，370円

40mm 6，849円 9，000円

50mm 20，600円 27，400円

75mm 4 1 ，200円 55，400円

100mm 69，01 0円 93，750円

1 50mm以上 管理者カ呪リに定める額 200，000円

上記の基本料金・従量料金には、消費税が含まれています。※ 



交通災害共済に 
家族そろって加入しましょう 

会費】1人年間350円 
・共済期間：平成 3 年 4 月1日～平成 4 年 3 月31日 

・加入申込：ただいま予約受付中 

・受付窓口：市役所 市民課 交通防犯対策室 

または 市役所 各支所 

※詳しくは、市役所 市民課 交通防犯対策室（云 

35-21 1 1・内線280）まてる 

平成 3 年（1991年）3 月1日 	 広報ごしょがわら 	 （第730号）⑧ 

苦；::.;:：姫農業煮無金現況届ミQ緯覇 

麟麟麟提響讐慧 す雄麟 

現在、農業者年金の経営移穣年金及び老齢年

金を受給している人は、 3 月31日までに現況届

を提出しましょう。 

レ用紙の送付…毎年 2 月農業者年金基金から直

接本人あてに送られています。 

レ証明・確認…現況届には、受給者の印のほか

市長の印と農業委員会長印が必要です。 市役

所の市民課（住民登録が支所にある場合は支

所） で、必ず先に生存証明を受けてから、農

業委員会で確認を受けてください。 

〔注〕 証明及び確認は、 3 月I 日以降に受け 

'I 	 てーください。 

レ提出期限…現況届の提出期限は 3 月31日です

が、それまでに提出されないと年金の支払い

が一時差し止められますので、 ご注意くださ

い（年金をはじめて受けられるようになって

から、 1年を過ぎていない人は提出する必要

はありません％ 

※詳しいことは、農協又はili農業委員会事務局 

（か電5)21 11番内線246 ・230番）へお問

い合わせください。 

‘．三“三ソ“％ 五所川原：i麟宣：::::::i難主舞麟麟織ミ，ミミ響難 

~麟賞（芦映画翻電る陰織搬 

レ上映映画 「ユニコ魔法の島へ」（カラー長編ア 

ニメーショ ン映画） 

レ日時及び場所 

3 月16日（D 3 月16日（」J 13 :30 -15 :10 富：士見コミセン富士見コミセン 

16 :00 - 17 :40 敷島コミセン敷島コミセン 

18 :30 -20 :10 七和コミセン七和コミセン 

3 月17日（日） 3 月17日（日） 13 :00 - 14 :40 栄コミセン 栄コミセン 

15 :30 -17 :10 三好コミセン三好コミセン 

18 :00 - 19 :40 飯詰コミセン飯詰コミセン 

レ料金 600円 

※詳しいことは、事務局の花田さん（市内尻無 

廿（③5)0182番）へどうそ％ 

婚轟鉾端襲麟 
中東紛争の長期化により、「省エネルギー」 は

その重要」生が再びクローズアップされています。 

日本は、国内でリ肖費する全ェネルギーの80％を

中東からの輸入に頼っています。 それだけに限

られた資源を少しでも効率良く使うよう心がけ

たいものです。 家庭内でも、エネルギー使用に

ついて無駄がないか今一度点検し、省ェネに努

めましょう。 

〇室内の温度を暖房時には20でを超えないよう

に努めましょう。 

〇テレビ等は、 こまめに電源を切りましょう。 

〇不用不急のマイカーの利用を自粛しましょう。 

〇 J三f風呂は、入浴直前に沸かし、間隔をおかず

に入浴しましょう。 

〇部屋には厚手のカーテンにし、天井から床ま

でたらし保温に心がけましょう。 

〇電気こたつは、 こたつ敷きなどの上において

使いましょう。 またこたつ掛けも厚手で大き

めの綿製のものが効果的です。 

〇照明器具及び暖房機器は、 こまめに手入れを

して使いましょう。 

近年行政機関の電子計算機の利用増大により、 

個人情報の保護が重要な課題となっております。 

総務庁では平成 2 年10月1 日よりl固人情報保

護法の全面施行に伴い、 その保護に銘意努力し

ておりますので御理解と御協力をお願いいたし

ます。 

なお、法では行政機関のファイルする個人情

報に制限を加える他国民に閲覧、開示請求、訂

正及び再調査の申出等の諸権利を認めておりま

すので御活用ください。 

なお、詳しくは青森行政監察事務所へお間い

合せください。（胃0177-34---3354) 

r 

(第730号)③

農業者集金現況届の t

総:~~~~~~@議議決込提i出誌を濠約制送機

句

h
d

広報ごしょがわら平成 3年(1991年)3月1日

中東紛争の長期化により、「省エネルギー」は

その重要性が再びクローズアップされています。

日本は、圏内で消費する全エネルギーの80%を

中東からの輸入に頼っています。それだけに限

られた資源を少しでも効率良く使うよう心がけ

たいものです。家庭内でも、エネルギー使用に

ついて無駄がないか今一 度点検し、省エネに努

めましょう。

0室内 の温 度を 暖房 時に は200Cを超えないよう

に努めましょう。

0 テ レ ビ 等 は 、 こ ま め に 電 源 を 切 り ま し ょ う 。

O不用不急のマイカーの利用を自粛しましょう。

O お風呂は、入浴直前に沸かし、間隔をおかず

に入浴しましょう。

o部屋には厚手のカーテンにし、天井から床ま

でたらし保温に心がけましょう。

0電気こたつは、こたつ敷きなどの上において

使 い ま し ょ う 。 ま た こ た つ 掛 け も 厚 手 で 大 き

め の 綿 製 の も の が 効 果 的 で す 。

0照明器具及び暖房機 器は、こまめに手入れを

してf吏いましょう。

現在、農業者年金の経営移穣年金及び老齢年

金を受給 している人は 、 3月31日までに現況屈

をf是出しましょう。

[>用紙の送付…毎年 2月農業者年金基金から直

接本人あてに送られていますo

b証明・確認・・・現況届 には、受給者の印のほか

市長の印と農業委員会長印 が必要です。市役

所の市民課(住民登録が支所にある場合は支

所)で、必ず先に生存証明 を受けてから 、農

業委員会で確 認を受 けてくださ ¥"0

〔注〕証明及び確 認は、 3月 1日以降に受け

てくださし」

仁〉提出期限・・・現況届の提出期限 は 3月31日です

が、それまでに提出 されないと年金の支払い

が一時差し止められますので、ご注意くださ

い(年金をはじめて 受けられるようになって

から、 1年を過ぎ、 ていない人は提出する必要

はありません)。

※詳しいことは、農協又は市農業委員会事務局

(ft⑮ 2111番内線 246 ・230番)へお問

い合わせくだ、さい。

個人情報イ保呆護法
救伽E

近年行政機関の電子計算機の利用増大により1、

個人情報の保護が重要な課題となつております。

総務庁では平成 2年 10月 1日より 個人情報保

護法の 全 面 施 行 に 伴 い 、 そ の 保 護 に 銘 意 努 力 し

ておりますので御理解と御協力をお願いいたし

ます。

なお、法では行政機関のファイルする個人情

報に制限を加える他国民に閲覧、 開示請求、訂

正 及び再調査の申出等の 諸 権 利 を 認 め て お り ま

すので御活用くださし」

なお、詳しくは青森行政監察事務所へお問い

合せください。 (ft0177-34-3354)

富士見コミセン

敷島コミセン

七和コミセン

栄コミセン

三好コミセン

宣反言吉コミセン

(市内尻無

五所川原
:主義:~m~t~~~~~I~~I~~~~l~j~~jj議~t3長?ぷ咲画、を.:::減:議I~~~'塗~.~:祢d潟

[>上映映画 「ユニコ魔法の島へ_j(カラー長編ア

ニメーション映画)

b日時及び場所

3月16日仕立 13: 30-15: 10 

16: 00-17 :40 

18: 30-20: 10 

13:00-14:40 

15:30-17:10 

18: 00-19 :40 

b料金 600円

※詳しいことは、事務 局の花田さん

E⑮0182番)へどうぞ。

3月17日(日)

交 通災害 共 済 に
家族そろって加入しましょう

会費:1人年間350円
また は市 役所 各支 所

※詳しくは、市役所市民課交通防犯対策室(含

3 5 ~ 2 1 1 1・内線 280) まで

-共済期間:平成 3年 4月 1日~平成 4年 3月31日

・加入申込 :ただいま予約受付中

・受付窓口 :市役所 市民課 交通防犯対策室
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轟鱗燕轟建熱違烈熟 
⑥わい化りんごの勇定実技講習会と座談会 

レ日時 3 月14日（木）午前10時～ 

レ場所 新農業センター 

レ講師 板柳町一ふるさとセンター 

石沢重信指導監 

※昼食後、引き続き座談会を開きます。 なお、 

豚汁を用意していますので、おにぎりを持参 

してください。 

＠バイテクによる野菜、花きの振興について 

ン日時 3 月14日（木）午後 1時～ 

レ場所 新農業センター 

レ講師 県農業指導課 

佐藤悦雄花き専門技iiri員 

※詳しいことは、新農業センター（"（寵）2104番） 

へどうぞ。 

磁熊農熱憲燕鳳撫曹 
レ対象者 農業者及びに関係機関団体 

レ日時 3 月14日～15日 （18 : 30-21 : 00) 

レ場所 青森県合同庁舎 3 階大会議室（栄町10) 

レプログラム 

月 	日 課 	題 【 	講 	師 	名 

3 月14日 元気のでる野
菜づくり 

「尾崎 東作氏 
川村 豊春氏 

3 月15日 あ
 
る
 
複
 

A
口
 

魅
経
 
力

営
  

「小笠原勝幸・たい子氏
工藤 寛寿’和 子氏 

※お申し込みや詳しいことは、五所川原地区農

業改良普及所（"（園）571 9番）へどうぞ。 

蕪.th総鰍綴灘鷺 
大山康晴氏（将棋十五世名人） をお迎えして一 

「勝負と人生」 と題して講演会を開催します。 

市民の皆さんの多数のご参加をお待ちいたし 

ております。 

レ日時 3 月16日（土） 午前11時～ 

レ場所 中央公民館 

レ主催 市教育委員会 

休日・夜間の急病は 
在宅医師の照会は消防署へ 

公34一4999番 
（救急医療部会） 

現在老人医療受給資格は満70歳を過ぎると言亥

当しますが、国民年金の障害年金受給者又は、 

身体障害者程度等級表の 1級から 3 級まで及び 

4 級の一部に該当する方は満65歳より受給資格

を得られますが、特に、厚生年金保険、国家公

務員共済組合、農林漁業団体職員共済組合、労

働省災害補償保険、船員保険に加入されている

該当者については把握が非常に困難となってい

ますので、該当すると思われる方は申請するよ

うお願いします。 

※現在受給資格を得ている方は必要ありません。 

〇次に該当する方は必ず届け出てください。 

こんなときには届出を 届出に必要なもの 

70歳になったとき 印鑑、保険証 

転入してきたとき 印鑑、保険証 

転出するとき 
印鑑、健康手帳（医
療受給者証） 

死亡したとき 
印鑑、健康手帳（医
療受給者証） 

住所が変わるとき 
印鑑、健康手帳（医
療受給者証） 

医療保険の変更及びそ

う失 
印鑑、保険証、健康 
手帳（医療受給者証） 

健康手帳（医療受給者
証）をなくしたとき 

印鑑、保険証 

※詳しいことは、保険年金課老人医療係（廿⑩ 

2111番内線264番）へどうそ％ 

姦惑惑熟熱熊燕購，- 
地域スポーツの普及と生涯スン」ミーツ活動の充

実をはかるため次のとおり開催します。 

レ日時 3 月l0日（日）午自119 日寺30分～ 

（集合場所：市民体育館） 

レ場所 市民体育館、菊ケ丘運動公園 

ン種目 ソフトバレーポ「ール、 ラージ卓球、ユ

ニホック、 ノぐウン ドテニス、 スキーウ

ォークラ I) ー、 イ ンデアカ等の軽スポ 

ーツ 

D対象者 一般市民、月柳或スン」ミーツリーダー、 

職場スポーツリーダー、特に参加を

希望する方で、 スポーツ傷害保険加

入済の方。 

ン申し込み 3 月 8 日（金）正午までに市教育委員

会社会教育課（か⑩2111番内線 

250番）へ申し込んでください。 

ユ 

, 

, 
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新農業セ29ーからのお知ら立
総 丸

。 わい化りんごの萌定実技講習会と座談会

[>日時 3月14日(木)午前10時一

[>場所 新農業センター

[>講師 板柳 町ふるさとセンター

石沢重信指導監

※昼食後、引き続き座談会を聞きます。なお、

豚汁を用意していますので、おにぎ、りを持参

してください。

。 パイテクによる野菜、花きの握興について

[>日時 3月14日(木)午後 1時 ~

[>場所 新農業センター

[>講師 県農業指導課

佐藤悦雄花き専門技術員

※詳しいことは、新農業センター (ft⑨2104番)

へどうぞ。

夜間営農教室丞開催
[>対象者 農業者及びに関係機関団体

[>日時 3 月 14 日 ~15 日 (18 : 30~21 : 00) 

じ〉場所 青森県合同庁舎 3階大会議室(栄町10)

t〉プログラム

月日( 課 題 |講師名

元気のでる野 i尾崎東作氏
菜づくり |川村豊春氏

魅力ある複合|小笠原勝幸 ・たい子氏
経営 l工藤寛寿 ・和子氏

※お申し込みや詳しいことは、五所川原地区農

業改良普及所(宮⑮ 5719番)へどうぞ。

滋~~t:主~~~~~出ゑム;Ji笠男、) 嘆速急~~~~お
大山康晴氏(将棋十五世名人)をお迎えして

「勝負と人生」と題して講演会を開催します。

市民の皆さんの多数のご参加をお待ちいたし

ております。

[>日時 3月16日(封午前11時 ~

[>場所 中央公民館

[>主催 市教育委員会

休日・夜間の急病は
在宅医師の照会は消防署へ

ft34-4999番
(救急医療部会)

議総薫話会;J医療552yyi玄
現在老人医療受給資格は満70員長を過ぎると該

当しますが、国民年金の障害年金受給者又は、

身体障害者程度等級表の 1級 から 3級まで及び

4級の一部に該当する方は満65歳より受給資格

を得られますが、特に、厚生年金保険、国家公

務員共済組合、農林漁業団体職員共済組合、労

働省災害補償保険、船員保険に加入されている

該当者については把握が非常に困難となってい

ますので、該当すると思われる方は申請するよ

うお願いします。

※現在受給資格を得ている方は必要ありません。

0次に該当する方は必ず届け出てください。

こんなときには届出を 届出に必要なもの

70歳になったとき 印鑑、保険証

転入してきたとき 印鑑、保険証

転出するとき
印鑑、健康手帳(医 | 

療受給者証)

死亡したとき
印鑑、健康手帳(医

療受給者証)

住所が変わるとき
印鑑、健康手帳(医

療受給者証)

医療保険の変更及びそ 印鑑、保険証、健康

う失 手帳(医療受給者証)

健康手帳(医療受給者
印鑑、保険証

証)をなくしたとき

※詳しいことは、保険年金課老人医療係 (ft⑮

2111番内線264番)へどうぞ。

市スポァ裟実;技~E修会開催:弘
地域スポーツの普及と生涯スポーツ活動の充

実をはかるため次のとおり開催します。

じ〉日 時 3月10日(日)午前 9時 30分~

(集合場所:市民体育館)

[>場所市民体育館、菊ヶ丘運動公園

[>種目 ソフトバレーボール、ラージ卓球、ユ

ニホック、ノfウンドテニス、スキーウ

オークラリー、インデアカ等の軽スポ

ーツ

[>対象者 一般市民、地域スポーツリーダ一、

職場スポーツリーダ一、特に参加を

希望する方で、スポーツ傷害保険加

入済の方。

[>申し込み 3月 8日僧正午までに市教育委員

会社会教育課(宮 ⑮ 2111番内線

250番)へ申し込んでください。
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薫i秦」Q愈奮救急：":::: 

議麟F愛 7)献血う「麟 

期 日 時 	間 場 	 所 

3 月12日 

(k) 

午前10時から 
午前11時30分まて各 

五所川原保健所前 

午後 0 時30分から
午後 2 時30分まて、 

東北電力 
五所川原営業所前 

午後 3 時から 
午後 4 時まて、 

ホテルサン Jレート 
五所川原前 

3 月20日 

（水） 

午前10時から 
正午まで 

鎌谷町 
防災センター前 

午後1時から 
午後 4 時まて‘ 

マルトモデパート 
駐車場 

3 月28日
休） 

午前10時から 
午前11時まて、 

本町マルカかさい 
駐車場 

午後 3 時から 
午後 4 時まて、 

五所川原温泉 
ホテル前 

国民健康保険被保険者証及び退職被保険者証

は 3 月31日で有効期限がきれますので、 日程表

にもとづいて更新します。 

更新の際は現在使用している被保険者証を必

ず持参してください。 

なお、被保険証紛失の場合は印鑑をご持参く

ださい。 

⑥地区別更新場所及び日程 

議毅鐘懸轟舞 
西北中央病院精神科では、患者さんの作業療 

法の作品展を開催します。 

多数のおいでをお待ちしています。 

r ン日時 3 月15日午前10時～午後 6 時 

3 月16日午前10時～午後 2 時 

レ場所 it引動く婦人の家（1階ロビー） 

レ展示品 陶器、松カサ細工、手芸、卵モザイ 

ク‘まカ、 

みんなの健康教室 
レ日 時 

3 月22日（釘午後 1時 

レ場 所 

市保健センター 

レ講 師 

百田行雄先生（白生会胃腸病院外科部長） 

＞テーマ 甲状腺疾患について 

レ主 催 北五医師会・市保健協議会 

対象地区 月 	日 曜
  

時 間 更新場所 

中 川 地 区 3 月25日 日
”
 
 

午前 9 時 
～正午 

市役所 
2 階ロビー 

梅 沢 地 区 3 月25日 月
  

午前 9 時 
～正午 

梅沢支所 

松 島 地 区 3 月25日 月
  

午後1時 
~4時 

市役所 
2 階ロビー 

七 和 地 区 3 月25日 月
  

午後1時 
~4時 

七和支所 

栄 	地 	区 
（みどり町含む） 

3 月26日 火
  

午前 9時 
～正午 

市役所 
2 階ロビー 

長 橋 地 区 3 月26日 火
  

午前 9時 
～正午 

長橋支所 

飯 詰 地 区 3 月26日 火
  

午後1時 
~4時 

飯詰支所 

田町・栄町・蓮沼
不魚住・元 町 

3 月26日 火
  

午後1時 
~4時 

市役所 
2 階ロビー 

毘沙門地区 3 月27日 水
  

午前 9時 
～正午 

毘沙門支所 

三 好 地 区 3 月27日 水
  

午後1時 
~4時 

三好支所 

鎌谷町・鳥 森
下り枝・八重菊
一ッ谷・新 町
柳 町‘岩木町
川端町・本 町
布屋町‘弥生町 

3 月27日 水
  

午前 9時 
、 

午後 4時 

市役所 
2 階ロビー 

東町・大町・旭町
雛 田・敷島町
上平井町・錦町
中平井町・幾世森
下平井町・寺町
柏原町 

3 月28日 木
  

午前 9時 
、 

午後 4時 

市役所 
2 階ロビ― 

幾島町・末広町
新宮町・蘇 鉄
芭 蕉・小 曲
松島町・新 宮
長橋橋元・若葉 

3 月29日 金
  

午前 9 時 
、 

午後 4 時 

市役所 
2 階ロビー 

期間中に更新 
できなかった人 

（支所地区を除く） 
3 月30日 土

  

午前 9 時 
～正午 

市役所 
2 階ロビー 

※各支所地区で更新できなかった人は 4 月30日 

まで各支所で行います。 

5月1日以降は市役所保険年金課で更新します。 
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人の命を救う

繊情愛め猷wう:脅さを11務ヲアをヤムJ

期 日 時 間 場 戸斤

午前10時から
五所川原保健所前午前11時30分まで

3月12日 午後O時30分から 東北電力
伏) 午後 2時30分まで 五所川原営業所前

午後 3時から ホテルサンルート
午後 4時まで 五所川原前

午前10時から 鎌谷町
3月20臼 正午まで 防災セ ンター前

(水) 午後 1時から マルトモデパー ト
午後 4時まで 駐車場

午前10時から 本町マルカかさい
3月28日 午前11時まで 革主車:f;~語

(木) 午後 3時から 五所川原温泉

l_!法4時主で ホテル前

みんなの健康教室
1>日時

3月22日幽午後 1時

1>場 所

市保健センタ-

b講 師

百田行雄先生(自生会胃腸病院外不惜E長)

1>テーマ 甲状腺疾怠につ いて

1>主催北五医師 会 ・市保健協議会

患者さふのイ乍品を展示
同級以織委議泌が紛紛失糊脳機

西北中 央病院精神科では、患者さんの作業療

法の作品展を開催します。

多数のおいでをお待ちしていますo

b日時 3月15日午前10時~午後 6時

3月16日午前10時~午後 2時

1>場所 市働く婦人の家(1階ロピー)

1>展示品 陶器、松カサ細工、手芸、卵モザイ

ク lま;か

愛薄 パ病吾 7 冴か

団の五')c レ む 子 す返 り
日 や ン母 と ごる ヵ、

や水 タ に f斤 お 日 り
~l) イ告11 る り や と
に t字 ン 紙 踏病薄 圃務ん 孫ぬ雛 み院氷
る で よ とー， 年t， 入 ての踏

i序湾 春を り 喜大時 み津
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国保被保険者証の ム
…~一誠~~~t更新を治志治法ぐ;議榔

国民健康保険被保険者証及び退職被保険者証

は 3月31日で 有効期限がきれますので、日程表

にもとづいて更新します。

更新の際は現在使用している被保険者証を必

ず持参してください。

なお、被保険証紛失の場合は印鑑をご持参く

ださい。

。 地区別更新場所及び日程

対象地区 月 日 H益 時間 更新場所

中川地区 3月25日 月
午前9時 市役所

~正午 2階ロビー

梅沢地区 3月25日 月
午前9時

梅 沢 支 所
~正午

松島地区 3月25日 月
午後 l時 市役所

-4R寺 2階ロビー

ヒ 和 地 区 3月25日 月
午後 1a寺

七 和 支 所
-4時

栄 地 区
3月26日 火

午前9時 市役所
(みどり町会む) ~正午 2階ロビー

長橋地区 3月26日 火
午前9時

長橋支所
~正午

飯詰地区 3月26日 火
午後1時

飯誌支所
-4時

田町・栄町・蓮沼
3月26日 火

午後1時 市役所
不魚住・元 町 -4時 2階ロビー

毘沙門 地区 3月27日 水
午前9時

毘沙門支所
~正午

三 好 地 区 3月27日 水
午後1時

三好 支所
-4時

鎌谷町・烏森
下り枝・八重菊

午前9時
ーツ谷 ・新町

3月27日 水
市役所

柳田J.岩木町
午後4時

2階ロビー
川端町・本町
布屋町 ・弥生町

東町・大町・旭町
雛図・敷島町

午前9時
上平井町・錦町

3月28日 木
市役所

中平井町・幾世森 2階ロビー

下平井町・寺町
午後4時

柏原町

幾島町・末広町
新宮町・蘇鉄 午前9時

市役所
芭蕉 ・小曲 3月29日 金 2階ロビー
松島町・新宮 午後 4時
長橋崎元・若葉

期間中に更新
午前 9時 市役所

できなかった人 3月30日 土

(支所地区を除く) ~正午 2階ロビー

※ 各 支 所 地 区 で 更 新 で き な かった人は 4月30日

まで各支所で行います。

5月1日 以 降 は 市 役 所 保 険 年金課で更新します。
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